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神に選ばれたことば (1)- アラビア語のあいさつ-
武内 道子
A:アッサラーム･アレイクム
B:ワ･アレイクム･アッサラーム
サウジアラビアの街角で､市場で､時と場所と
相手を選ばず最もよく耳にするあいさつことばで
ある｡Aは先に呼びかける人専用､Bは受け応え
専用句である｡｢アッサラーム｣は｢サラーム｣(辛
和)に冠詞がついたもので､イスラームやモスレ
ム(イスラム教徒)もサラームから派生している｡
｢あなたに平和を｣をいう意味で､｢こんにちは｣
と同義と言ってよい｡受ける方は､前と後をひっ
くり返す｡｢ワ｣は接続詞である｡｢ハイヤカッラー｣
(あなたに神のあいさつがありますように)はも
う少しくだけた表現で､これも ｢アッラー ･ハイ
ヤック｣と返答する｡
｢お早よう｣に相当する句も二種ある｡｢サバハ ･
アルヘル｣と一方が言えば､｢サバハ ･アルヌル｣
と相手が返す｡夜のあいさつは｢メサ ･アルヘル｣
に対して､｢メサ ･アルヌル｣と返す｡そうかと
思うと､｢マルハバ｣(こんにちは)のお返しは､
｢マルハブテ-ン｣となる｡｢マルハバ｣に余分
についた｢エーン｣は接辞で､双数を表わす｡従っ
て､｢こんにちは､こんにちは｣ということにな
ろうか｡
｢ご機嫌いかが?｣に当たる一般的な表現は｢ケ
イ77-ラック｣または ｢シュロ-ンナック｣で
あるが､その応え方がふるっている｡｢元気です｣
とあっさり言わない｡｢アルハムドリッラー･タ
イープ｣という工合に､アッラーの神さまが登場
して｢お蔭さまで｣の意の長い句のあとに､｢タイー
プ｣(元気です)が続く｡あいさつの中で必ず家
族 (子どものことが多く､親のことも尋ねるが､
奥さんのことは聞いてはいけないことになってい
る)のことを尋ねる｡一人一人に､｢元気か｣に
続いて ｢アッラーのお加護がありますように｣と
いう句が続く｡
私がサウジアラビアで知りあったアラブ人は､
誰もがアラビア語を誇りにしているように見受け
た｡コラーンを聞いても､その単調さばかりが耳
につき､優雅とも美しいとも思わなかったが､彼
らの日常のやりとりは､ちょうど七五調で話して
いるような､リズミカルな面があると思った｡市
場で､民族衣装の白装束姿の店員が､入ってきた
友人を認めるや､レジの手を休め､抱きあい､頼
すり寄せ､大声であいさつを交わす｡二人の間の
息もつかせぬやりとり一受けては返し､返しては
受けるかけあい､客を待たせていることなどまる
で頓着なく､延々と続く勢いに､腹も立てず､聞
きほれた｡
相手の言うところを入れ替えたり､つけ加えた
り､変形したりしながら､バレーボールのトスの
如く続く｡相手の言った通りに言い返すのは失礼
だといわんばかりである｡きまり文句に加えて､
ことわざ､格言もひんぽんに交えながら､自分の
方から止めたくないという必死の思い (?)に支
えられているかのようである｡
そこには､会う人は誰でも友人であることを示
したい気持と､礼節を省略して相手の気を悪くさ
せてはという思いがあるように察せられる｡アメ
リカ人は､すれ違いざま､たとえ初めての人でも､
片手を一あげるかウインクをして HHi'howareyou
?"とくる｡日本人と出くわすと､｢暑いですな｣､
｢今日は湿度が高いわぬ｣という工合に､時候あ
いさつことばとなる｡遊牧民としての､西部開拓
者としての農耕民族としての面目､それぞれ躍如
である｡
その国の人と､彼らのあいさつことばのひとつ
でも交わすと､彼らの国民性の-一端を垣間みる思
いがLで闘央である｡
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